
詳解！！エクイップリボルバー！！

ラウンドシートには二つの山札置き場がある。
一つはサルーンカード、そしてもう一つはエクイップカードだ。
エクイップフェーズではこのエクイップカードのみを使う。

友情と読み合いが試される、

とってもハードな戦
ロ ジ テ ィ ク ス

略的補給段階だ！！油断するな、ここは戦場だ！

上記はエクイップカード全種類を並べてみたものだ。むむむ……？これだけだと暗号みたいだが……。
　順を追っていこう。このうち最初は 3、7、11を除いた 12枚を使う。
この12枚から両プレイヤーに4枚ずつを配る。その4枚を見て、プレイヤーは一枚交換か全部を交換かが出来る。
そして最後にどちらか好きに決めたプレイヤーから好きにカードを打ち出す。次はもう片方のプレイヤーだ。
このときルールは一つ、前にでたカードよりも上の数字のカードをだす。これを繰り返していく……。

最大 6枚か、どちらかが出せなくなるまで続く。
今回は５枚で終わってしまった！
だが問題ない、大事なのは枚数じゃなくて

コンボなのだ。さて、コンボとは？？

出し終わったらコンボを数えていく！
コンボは「同じ色の三つ続き」か「全て別々の色」でカウントする。
ではやってみよう。コンボは出した順に直近３枚ずつで解決していく。つまりまずは２，４，６だ。
これはコンボではない。４，６，９…お、これはコンボだぞ！１コンボゲット！！！
次は 6、9、12…これはコンボではない…がっかりだ。

さて、ここまでは大丈夫かな？
大事なのは「前の数字より大きな数字しか出せない」「コンボは大事」
この二つだ！
何故コンボは大事なのかというと、
「コンボ数によって出来るアクションが変わる」からだ。
なんとなくカードを出すな！気合を入れろ！気持ちを読め！！！
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左プレイヤーは青の 4を渡すことで自分の 1の次に出してもらうことを期待した。
右プレイヤーは黄色の９を渡して 11に備えた。

さて、基本を抑えたところで 3，7，11の赤青札（≠紫札）の解説と実践に移ってみよう。
え、「四スート（色）じゃないの！？」だって？そんなわけないだろう。これが大事だ！赤青札！
　３、7、11は赤青札だ。赤としても青としても読み替えていいが、赤青という一色ではない！
つまり、１、２、３と並んでいたとしても三色のコンボにはならない！！

✖ ２コンボ！！

んんん……？ところで右はなんだろう…。やたらカラフルだが…。
赤 5、赤 [ 青 7]、黄 9で１コンボ、次の 7、9、10。ここで [ 赤 7] 青、黄 9、青 13。
赤青は都度読み替えれるんですね～。便利！これが友情の証、赤青！そして 2コンボ！

では実践の中で見てみよう。左プレイヤーの配カードは青っぽくて右プレイヤーはバランスっぽい感じだ。

さて、基本を抑えたところで 3，7，11の赤青札（≠紫札）の解説と実践に移ってみよう。
え、「四スート（色）じゃないの！？」だって？そんなわけないだろう。これが大事だ！赤青札！
　３、7、11は赤青札だ。赤としても青としても読み替えていいが、赤青という一色ではない！
つまり、１、２、３と並んでいたとしても三色のコンボにはならない！！

SWAP！！

結果、左のプレイヤーが「先に出す」と宣言、
左青 1＞右赤 5＞左黄 9＞右赤青 11＞左赤 12
で出すことに。
これは 3コンボですね！すごいすごい！

ソマーリオ：
不思議なゲームやな。色の縛りがないから気軽に出せるんやけど、たった合計六枚のカードで出来る限りのコ
ンボを作らなあかんというので一手の重みがある。
何色が多いとか持ってる数字とか相談すれば簡単やねんけどそれはルール違反やろな。
相手に渡す札でメッセージを出せるかっていう所にゆるい戦略性はあるけど運の要素は高い。
バトルと全くゲーム性は違うけど、協力ゲームだからこそ許される感じではあるな。


